


昼食はあらかじめ各自ご準備ください。
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生きづらさを
抱えた人や
その家族と
共に考え共に
歩く支援

だれもが孤立しないひきこもり支援
宇部市と山口大学は、誰一人として孤立することの
ない地域づくりに取り組んでいます。
誰もがなりうる“ひきこもり”の正しい知識を得るこ
とで、さまざまな生きづらさを抱えている人が、その
人らしく生きていける地域共生社会を目指します。

（定義）SDSとは、さまざまな要因によって、社会や人と
一時的に距離を取った結果、徐々に社会とのつながり
がなくなり、家族以外の人、または家族とのコミュニ
ケーションの機会が減ってしまった現象概念である。
さらに、この状態が長期化することによって自尊感情
が低下し、社会参加が難しくなる。

プログラム

9：30～15:45（開場9：00）

〒755-8505　宇部市南小串 1－1－1
山口大学医学部 講義棟C 第３講義室

200名(申込先着順）

宇部市に住所を有する人、または
通勤・通学する人

この講座は事前申込制です。

申込締切
11月5日(火)まで

11月23日(土)令和６年日付

駐車場のご案内

会場のご案内

お問合せ

時間

会場

定員

参加
対象　

申込
方法　

※興味のあるプログラムのみの参加も歓迎します

山口大学医学部
SDS支援システム開発講座

宇部市障害福祉課
電話：34-8522　FAX：22-6052

E-mail:sdsshakai@yamaguchi-u.ac.jp
事前に中止になる場合はホームページでお知らせします
https://www.yamaguchi-u.ac.jp/med/chair/sds/

参加申込はこちらから

お車でお越しの方は、①からご入場ください。
誘導員が構内駐車場へご案内いたします。満車になる場
合は外来立体駐車場（②、当日無料）をご案内いたします。
大学周辺の店舗、路上への駐車はお控えくださいますよ
うお願い申し上げます。

SDS（Social Distancing Syndrome）：社会的距離症候群

9:00

9:30

9:45

11:00

13:00

14:15

15:45

受付・開場

開会行事

 講　演 1
「信頼できる人に繋がるために」
山根 俊恵（山口大学医学部 SDS 支援システム開発講座 教授）

 基調講演
「ひきこもりをトラウマの視点から理解する」
田邉 友也（訪問看護ステーションいしずえ　代表）

　昼　　食

 講　演 2
「医療機関がひきこもり支援でできること」
小早川 節（波乗りクリニック　院長）

 パネルディスカッション 
ひきこもり経験者・家族・ひきこもり支援者

閉会行事

12:00
～12:45

…ひきこもりに代わる用語です…
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